
3〆、官Z メサタヲン、ノキ$ ( ノプ4 アオネカグラ 1 ク守
'7 5 ピ、シヲガシダ、イワr トラノオ、、ヌ' トラノオ.
オオパノイノモト y ウ. オオノマノm ナタ書ウシダ、シ

シ!I'，.. 有 J、へゴ、オオクグヤグシタヘイノモトジウ、
ピ凶ウ. . . . . シダ、シシラン、イワヤシダ、オオヒメ" ! 7 ヲ

J 、ヤプソテツ、カナ v ラぜ、ノ、カタシシ'dI ' . .
タヲピ、ミヤヨイヌワラピ、イノデモドキ、サイゴグ
イノデ、〈ぜんまい科〉ゼンマイ、〈きヒのおし? ゴ科〉
キタノオシダ、オオキタノオ. くζげしのぶ科〉ウナ
Y ゴケ、アオ. ラゴケ、ホ Y パヨケシノプの如き多数
の要素をあげると Jとができる。
蔚莱植物中支那大陸と分布関係を有する色のとして

バラ. シキミ、ヨヨグラノ々、ィ" ! 7 ヤシダ等が所請中

部支那要素として著しく、近畿地方を分布の中心とす
る分子にミカ: . l } y 夕、ウラタロウツギ‘ a キ JJ l)イ
ヂグ等があり、中国地方を分布の中心とするものには
ナトセカグラ、ナタアサド 9 、キパナサパノオ、モミ
タカラスウ，の如きものが見られる白
次に暖地性要驚として馨しいのはサカキ、ヒサカ
キ、ャプツ; パキ、 9 Yポ夕、 11 ゴノキーシロダ号、ヤ

ウ、ヤプムラサキ、シラヨ号、イイギ，、イヌザンシ軍事
1人巳メ f ヤガラ等があり、又シダ類の多くは台湾、
琉球と分布関係を有する色のである。、
くB ) ・北系植物
北系植物要繋とは常海湖、当証』チヤツカ牛島、樺

末、千島、私海道と分布関係を有する色ので、本州中
部以北の山地に多く、本州西南部、四園、九州に及ぶ
色のである。船越山では南系暖地要素に比' して種類、

個体共に沙いが主な色のは、くきく科〉キクパヤマポク
ナーぐプキ、ャマユガナ、 〈あかね科〉オオパノヨヅ

( いちゃ〈そう稀〉ウメ g サY ウ地
ぷ軒)31 . 1 ) 'プ、〈みするき掛3ミズキ、( うと智科).r.
ギ，、ヨシアプラ、〈きるなし耕) /( / ( f ! 、。、その: ， 

キツヲフネ、〈とものき科〉トチノキ、〈かえで科) " -f山♂
タヤカエデ、 4メグス，ノキ、チ. . . lJノキ、 〈にし奪智 ¥1

〈うる L撃を主
ツタウルシ、〈まめ科〉サイカチ. . 0まら科〉ケヤマザー何? っ
クラ、ウ V ミズザクラ、ヨlゴメウツギ、 〈ゆきのし抱
科〉ノヲウヲギ、ネョノメ Y ウv ダイ毛シジ y ゥ、イ
《ポタシ、〈色〈れん科) . . ノキ. くあザび科〉ミツ
バアケピ、 〈うまのあしがた科〉ト，町アシシ書ウマ、

科〉カ JJ j f )干y ゥ、 〈いらく活科〉ムカゴイラクサ、
ミヤマイラクサ、〈にれ科〉エゾエノキ、〈せきちく科〉
ナンパシハョペ、フシグロセシノ夕、 〈禾本科〉タツ

ノヒゲ、くか‘やつり fさ科〉カ y スゲ、タユカ V スグ、
t.，l科〉・ :s t ユワタ夕、ナライシダ、，ヨウメ

シシダ、: イヌ支f Y Y タ"
ミヤマシケシダ、サカゲイノデ、オシヤグタデシダ、 ノ

くはな守すり科〉ナヲノハナワラピ等である。
この中カシメグ、キグパヤ司守牢ポグチは日: 本本海僻を

布のヌ本ド拠とする色ので、わづかに山脈を越えて南下し
ている由来方ツラ、トチノキは穴木がわづかに見られ

るiこ過ぎすも、一般にき各地方向地に普通に産する色のば
かりである。
要するに船越山のフロラは南系暖地要素によづて成
れその閑あすもかに北系要素を変え暖帯北部のフロラ l

を形成ナる色のといえる。構成要素中tこミヤマトペ
ラ. 冨ヨグラノキ、タロタキカグラ、キクカラクサ、

ヒメノヤガラ、イワヤシダを合むととは船越山のフロ
ラを特色づげると共に、分布上注目すべき点である。

(Feb. 10. 1952) 

神戸税関附近に渡来したー植物
村 回 源

昨年筆者が山披産ヒユ科植物の調査を守ってい? と際| て. 茎は多〈枝を分ち径 2 m m 内外で脱落性の自宅が

内で採集されたヒユ科の珍b b.1t、 1 植物の標本が向て| 内外の短構があり先端は鈍頭で小さい剰があれ若い
来たのでしらペて見ると、ヲルノゲイトウ属の Alt<tt- I時は有毛である。花序は無柄で葉肢にあれ省及び小菅
anthera repens K u nt%eであうて渡来植物とし| は膜質で卵状披針形. . 1脈があり先端はずるE い剰状
て我が国では宋記録の色のであった。とれはプラジ! となり、長さ 3 m m 内外で無毛又は守中有毛。花被は

ミ ル、チ，戸、ペルー. メキショ、カナ宮ー諸島 k り北 i不同で5片、 2ケは卵状披針形で長さ 5 m m内外、 3娠が
米のカロ' ナ州一帯の中南米に広〈分布する雑草であ I: あり先靖はずるE く鋭尖し基部は脈上に自宅があ・るー
る章状を簡単に記しておくと、傭旬性の多年草であっ I 1クはや守短く先端は鋭頭で3脈あり蔓卵理事で脈上基部s



に白毛があり、他の2ケはノJ、き〈長さ 2 . 5 m m 内外、背| せておくととは、植物の分布速度守その他植物地理学
は竜骨状にふくちんで是の上に逆鈎のある白毛が束生| や生態学的な孫究にも興味ある資料となるととを信すも
している。雄蕊は 5本、各悶に仮雄蕊の突起があ切花 I; る。色しとうした方面に奥球をお持ちの方々があれ
糸は基部愈合している。とれはその後絶滅したが現在 1，ば、郷土の地の利を十分に生かして帰化植物の調査に

#  

知 b ないが、とにかく一時帰化したという記録を ζと I '  ( 室井云〕 宇野確雄氏は当時、神戸市親和高等女学

附近の同好の志によってその後の状怒が明かになれば 1 ; 集され、同税関内でク事ノイガ〈禾本科〉と云う様な
と念す・る次第である。平日名はマノレパヲノレノ‘グイトウと| 珍植物色同氏がととで見出されました。然し情いとと
でほに名づけておくととにする。列側鎖倒融制| には今では絶滅してしまu、ました。聞は戦災後、郷
なお阪神地方は我が国の玄関の 1つで色あり戦後ζi 皇、岡山県倉敷市に引上げられ、倉致高等学授に教鞭
うして溢有外国との交通が盛んになるにしたがって、， Iを採り乍 E九相変らすも熱心、に採集に努力されていま
，ζうした渡来植物の数るーそう増加するととが予想さ| ナ。 ι 
れる。 ζれ b の渡来の記録や伝繁の詑録をはっきりさ

『司 -‘ 

4  

西宮地置のマイマイ麗の芸差異

4.，、.44 
白')，.

"  
昨年 6 月25日生物部員荒問主司君の蒐集標本か L J

東海. 伊勢. 近江、山妓地区に分布しているイセ! ノナ
ミY イマイ Euhadra eoa commlluisiformis K a n a -
mara を発見、翌日部員早川・高津・荒田をつれて、
満池谷で現地調査をして、次の如き結果を知り得

3・

‘，‘同
、4昭e  

?と。、
1 . 人工分布であると推測される根拠は
Offfi息商務が狭〈凡そ 3 0 m ， 

〆

以前にはなかった由( 近〈の老婦人か b きいた〕。、
O その両側斜面は主として竹薮やナップタの老樹が
よ〈繁茂して日陰であり、終1閣な腐植壌土で a
Euhadra の棲息にiはま好条件であると』息思つ均た
O 現地の山を関霊懇E してイ虫ツグを生企; 垣堕に移植した
〆 時. その薬哀にイセノナミマイ? イの幼良が逮ば
れたらしい。)

2.干ナミマイマイと混棲状態であった ι ， 
警黒田博士の度分けの法則 E川問一種から発したと
認めらる. " 2個以上の車種は同一地点には棲息しな
い.11 0 又泉国・波部氏若『かたつむり. 1 IP.106-P.I07， 
'IT b 引用すると w，..:..ナミマイマイとイセノナミマ
，イマイとは' ( - を[ 司どくして分布していτ色場所的に
は判然と分れている・・・0…乙の現象が楼分けで……とれ
ば生物界に広〈見られる生滋学上の重要な法則であ
る。』‘ 

/  

正 、h雄'.-
帯説、rω 六

以上の法則が溺池谷では会〈イくつがえされた。
共後11月 4 日鈴木，i; J : 司君と荒田1 E 司君は新甲陽〈前記
溺池谷から凡そ2 k m北方) からイセノナミマイマイ守
ナミマイマイを沢山採集された。更に驚異な事実はギ
ユv"'....イマィ Euhadra gulicki 旦とと立に榔て
酷似ナる30個の Euhadra を発見' e ! れた。解剖φ結果
genital-system の様式は gti1icki の模式産地有馬の
個体に比較して多沙差異を見るが殆E 一致ナる色の，. ，
或はイセノナミマイマイからギ品リキマイマイヘ推移
裂を思わせる様な中間型もらった。泉間博士の W -1セ‘
ノテミマイマイが山へのぼればギ品リキマイマイ型で
ある』との学説を裏づける事実を標本に工って判然と
解決できた。点. . . .  司、E一品品目司寸wf
Lρ リ7 7イマイ Euhadra congenita包丘ih〉の分

.，. 
， 

ー
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布の京阪は神戸布引附近と知られていたが太田佐喜夫
君によって芦屋市貌宝塚町〈西宮市に接近している) 民
族息し℃いるととを 5 月15日発見された。なお親王塚
可には稀にイセノナミマイマイ色採集される出であっ
た。従って分布の京阪が西宮地区に近づきつ h ある様
に』思った。
以上を要約すると西宮地区には従来のナ' . / v  _，，/マ
ィ、タチペニマイマイの筏息圏内に東海地区から: イセ
ノナミマイマイが満池谷→新甲陽→親宝塚町へと鉱が、
りつ〉ある o 新甲陽に分布しているイセノナミマイマ

，イはギユロキ? イマイヘ推移型を示している。

- 97 ー


